
エノス
だい11しょう

エノスはヤコブのむすこです。お父
とう

さんのヤコブがしんだ後
のち

，

エノスはきんばんのきろくしゃになりました。（モルモン書
しょ

ヤコブ7：27）

ある日
ひ

，エノスは森
もり

へかりに行
い

きました。お父
とう

さんが教
おし

えてくれ

たことを考
かんが

えているうちに，エノスは自分
じ ぶ ん

のつみをゆるしてほしい

と思
おも

いました。（エノス1：1－4）

そこでエノスはひざまずき，神
かみ

にいのりました。一日中
いちにちじゅう

いのり，

夜
よる

になってもまだいのっていました。（エノス1：4）

すると神
かみ

はエノスに，「イエス・キリストをしんじるしんこうによ

り，あなたのつみはゆるされた」と言
い

われました。（エノス1：5，8）

エノスは，主
しゅ

にニーファイ人
じん

みんなをしゅくふくしてほしいと思
おも

いました。エノスがいのると，主
しゅ

はこう言
い

われました。「人
ひと

びとが

いましめをまもるなら，しゅくふくをさずけよう。」（エノス1：

9－10）
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エノスは，レーマン人
じん

もしゅくふくされることをねがいました。

エノスが強
つよ

いしんこうをもっていのったので，主
しゅ

はそのねがいを聞
き

きとどけようと言
い

われました。（エノス1：11－12）

レーマン人
じん

はニーファイ人
じん

とたたかって，ニーファイ人
じん

やそのき

ろくをほろぼそうとしましたが，エノスはレーマン人
じん

が正
ただ

しいたみ

になるようにいのりました。（エノス1：13－14）

エノスは，自分
じ ぶ ん

の書
か

いたきろくがまもられるようにいのりました。

主
しゅ

は，いつかそのきろくにある教
おし

えがレーマン人
じん

にもさずけられる

とやくそくされました。（エノス１：16）

エノスは，ニーファイ人
じん

に教
おし

えをときました。ニーファイのたみ

に神
かみ

をしんじて，いましめをまもってほしいと思
おも

ったからです。

（エノス1：10，19）

エノスは生
い

きている間
あいだ

，イエスのことやふくいんについて，人
ひと

び

とに教
おし

えました。しょうがい神
かみ

につかえ，神
かみ

をあいしました。（エ

ノス1：26－27）

ニーファイのたみは，レーマン人
じん

にふくいんを教
おし

えようとしまし

たが，レーマン人
じん

は耳
みみ

をかそうとしません。レーマン人
じん

はニーファ

イ人
じん

をにくんでいました。（エノス1：20）




